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抄　　録
　加速する高齢化とそれに伴う慢性疾患の増加，医療費の増大，人材リソース不足などの医療関連
の問題を解決するため，世界中でヘルステック（ヘルスケア×テクノロジー）の領域が注目されて
いる．本稿では，グローバル及び日本でのヘルステック，医療における IT分野の最近の話題・ト
レンドについて総説し，日本において今後進んでいくべき方向性について考察する．
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Abstract

　　To solve medical-related problems such as increasing number of chronic diseases, rising amount 
of medical cost, the lack of human resource and all others caused by emerging Silver Tsunami, 
Healthtech （Healthcare x Technology） is expected to be one of the solutions.  We will discuss the 
recent topics and trend in healthtech and medical IT industry across the globe, and also foresee how 
we adopt those technologies especially in Japan. 　
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は　じ　め　に

　日本は今，全世界に類を見ない高齢化の波
（Silver Tsunami）に曝されている．政府発表

によると，2019年に総人口に占める 65歳以上
人口の割合（高齢化率）は 28.0％，75歳以上
人口は 65歳～74歳人口を上回る 1,798万人と
なり，総人口に占める割合は 14.2％となった．
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2065年には約 2.6人に 1人が 65歳以上，約 3.9
人に1人が75歳以上になると推計されている 1）．
必然的に，医療費の高騰による社会保障制度の
逼迫や労働人口の減少により必要となる医療リ
ソースの確保が議論に上っている．そんな中，
IT（Information Technology）を活用して医療・
ヘルスケアの課題を解決する，ヘルステック（医
療×テクノロジーの造語）領域が注目されてお
り，その活躍の場は確実に広がっている．本稿
では，グローバル・日本双方の観点からヘルス
テックのトレンドと変遷について解説する．

背景：市場とテクノロジー

　ヘルステック市場は，この 10年で爆発的に
成長しており，米国ヘルスケア市場は 3兆ドル
規模，また，日本についても経済産業省推計に
て，2016年は約 25兆円だが，2025年には約
33兆円へと拡大すると予測されている2）．拡大
の背景には，高齢化や慢性疾患の増加により，
従来型の保険償還モデルである，Fee-for-Ser-
vice（出来高払い制度）がコスト面での限界を
迎え，患者のアウトカムを元に償還額が決まる，
Value-Based Care型の保険償還モデルへと移
行しつつあることが挙げられる．また，日本で
は，ストレスチェック義務化などの政策により，
企業が健康経営や働き方改革に関心を高めてお
り，このトレンドを後押ししている．
　一方，テクノロジーの側面からも，3つの要
因が業界の発展とビジネスモデルの多様化に寄
与していると考えられる．①身体情報取得にお
ける低侵襲化・低コスト化② IoT化（Internet 
of Things，モノの IT化）③ AI（Artificial In-
telligence）による解析技術の高度化・高速化
である．
　Apple社の製品である Apple Watchを例に挙
げると，それまで胸部への装着が必須であった
心電図が腕時計型デバイスで測定可能となった
（国内未実装）．8か月かけて行われた Stanford
大学との共同研究「Apple Heart Study」では，
腕時計型デバイスの不整脈検知について，学術
的有意差は得られなかったものの，遠隔にて
40万人の研究参加者を得られたという点にお

いて新規性が評価されている3）4）．正に，①従
来に比べ低侵襲・低コストにデータを取得し，
② IoTにより膨大なデータを遠隔で集められ，
③その膨大なデータを AIが解析することでソ
リューションへと昇華させる，というテクノロ
ジー側の 3つの要因を満たした実例と言える．

市場動向：大企業とスタートアップ

　テクノロジーの発展と資本の集中から，加速
度的な拡大を見せるヘルステック市場では，2
つのトレンドが見て取れる．①メガ IT企業を
はじめとする大企業の参入②スタートアップ企
業の成功モデル増加である．
①メガ IT企業をはじめとする大企業の参入
　先にも述べた Apple Watchでの PHR（Per-
sonal Health Record個人の健康データ）収集・
解析の他，2019年 11月には Googleがライフ
ログウェアラブルデバイスを提供する Fitbitと
21億ドルでの買収に合意し，デバイスを通じたラ
イフログの管理とGoogleが提供するヘルスケア
サービスとの連携を強める方針を打ち出した5）6）．
また，2018年に Amazon, Berkshire Hathaway, 
JP Morgan Chaseの 3社が共同で立ち上げた
NPOは，2019年 4月にHavenの名前を冠して
サービスをスタートさせた7）．3社の社員約 120
万人にワンストップの健康管理サービスを提供す
る8）．この事業を成功させるために，Amazon
は 2018年にオンライン調剤薬局 Pill Pack9），
2019年には遠隔診療などのオンライン医療サー
ビス用 API（Application  Programming Inter-
face）を提供する Health Navigator10）を買収．
これらは Amazon Careに統合され，従業員向
けにサービス提供が開始されている11）．
　以上，アメリカの事例を述べたが，大企業が
ヘルステック業界に参入するというトレンドは
グローバルに起こっている．中国の平安保険グ
ループ傘下の遠隔医療アプリ提供する平安医好
生（Ping An Good Doctor）12）は，2014年設立，
翌年サービス開始から急激に利用者数を伸ば
し，2018年に上海市場にて上場．2019年には
アプリ利用者は 3億人に上っており13），医療 EC
の総合プラットフォームとしての地位を確立し
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ている12）．
②スタートアップ企業の成功モデル増加
　一方，スタートアップ企業においても，2019
年は象徴的な年となった．近年，企業数・投資
額共に増加傾向にあり，アメリカでは 2018年
に史上最高額となる総額 83億ドルの資金調達
が行われ，2019年も第 3四半期終了時点で昨
年と同等程度の調達額が見込まれる中，2016
年以来となる IPO（Initial Public Offering新規
株式公開）が 6社誕生している（Fig. 1）．また，
日本においても医療人材派遣と遠隔医療プラッ
トフォームを提供するメドレー，医療データ
ベース構築，PHRなどの健康増進サービスを提
供する JMDCが 2019年 12月に上場14）．JMDC
は，2018年 10月に名医紹介サービスを展開す
るクリンタルを株式交換での完全子会社化を実
施しており，医師起業家であり創業者の杉田玲夢
氏を同社の COO（Chief Operating Offi cer最
高執行責任者）として迎えている 14）．以上の
ように，IPOのみならず，相互補完的な事業領
域の企業の統合（M&A）による成功モデルも
出つつあり，市場が活性化していることが伺え
る（Fig. 2, 3）．

事業領域の推移：
データから行動変容へ

　ヘルステック業界の事業領域は多岐にわたる
が，大まかに分類すると，① Professional Fac-
ing（ヘルスケア従事者向けサービス）② Con-
sumer Facing（消費者向けサービス）③ Pa-
tient Provider Communication（消費者・ヘル
スケア従事者相互コミュニケーションサービ
ス）④Data, Analytics, & Exchange（データ収
集・解析・運用サービス）15）といった分類がで
きる．ベンチャーの資金調達傾向で，投資家，
ひいては市場から注目されている領域を類推す
ることが可能だが，アメリカのヘルスケア系ベ
ンチャーについての投資・情報発信メディアを
運営する Start Up Healthのレポート16）による
と，2019年の業界傾向を「The Year of Patient」
と表現しており，Consumer Facingな企業に
投資が集まっていることがわかる．ヘルステッ
ク業界急成長の背景に「患者アウトカム」を重
視したコスト構造の変革を挙げたが，このアウ
トカムを測るためには，医療情報のみならず，
日常生活を反映するデータである PHRを収集・
解析する必要がある．しかし，ただ，データを

Fig. 1.　「アメリカの 2019年 IPO企業」2019年に新規株式公開をし上場した 6企業について概観した．プラット
フォームサービスが多く，ビジネスモデルは純粋な to Cモデルを貫く Pelotonを除き，いずれも保険者や
病院などをターゲットにした to Bモデルであることがわかる．また，Value-based Careを実現することを
掲げたソリューションが多いのも特徴の一つと言える．



112 上　田　悠　理

京府医大誌　129（2），2020．

収集・解析し，管理できるものに，消費者は魅
力を感じておらず，解析したデータに何らかの
意味を持たせてユーザーが行動できる，行動変
容を促すサービスが成功モデルとなっているこ
とが伺える．

ビジネスモデルの推移：
to Bモデルが成功のカギ

　「The Year of Patient」と表現されたように，
個々人が，自身が使うサービスを選ぶ時代であ
る．では，ビジネスモデル（収益モデル）も B 
to C（企業と個人の取引）モデルであるかと言
えば，そうではない．事実，Fig. 1.で挙げた，
IPO企業は Pelotonを除き，全て B to B（企業

間での取引）モデルである．これは，健康経営
や働き方改革の概念を考えれば明白だが，個人
が健康であることで得られる利益，もしくは個
人が不健康であることで失う損失を企業が重視
し，そこに投資をしているためであり，この潮
流は日本のみならず，世界中で今後も継続して
いくと考えられる．事実，アメリカのスタート
アップ企業の実に 85％が B to Bまたは B to B 
to Cモデルであり，事業開始時に B to Cモデ
ルであった企業の 61％が B to Bモデルに転換
している17）18）．

AIがインフラ化する時代

　先に，テクノロジー側でヘルステックが発展

Fig. 2.　「日本のベンチャー資金調達状況」2018年頃より，10億円以上の資金調達が増加している．
また，事業の買収や上場など，エグジットモデルの多様化が見て取れる．一方，ビジネス
モデルとしては多様なものがあり，まだまだ成功モデルを模索しているフェーズといえる．
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している 3つの要因を挙げたが，中でも③ AI
による解析技術の高度化・高速化が多大な影響
を持っている．ヘルステック系サービスにおい
て，特に重要視されるのはエビデンスだが，日
常生活データは多岐にわたり，従来の研究デザ
インでのエビデンス作りはほぼ不可能である．
特に，非構造化データ（Unstructured Data）を
解析可能にするためのNLP（Natural Language 
Processing）や音声認識の精度向上はヘルス
テック領域においては必須ともいえるだろう．
データを収集・解析するのみならず，意味付け

を行うプロセスにおいて，AIが果たす役割は
大きい．
　インターネットの黎明期には，「インターネッ
トを使って○○する」という事業内容は最先端
だったが，今や前提条件，つまりインフラ化し
ており，敢えて言及はされなくなっている．AI
も同様の経緯を辿ると考えられ，「AIを使って
○○する」と言われなくなったとき，初めてそ
の真価を発揮するのではないだろうか．

Fig. 3.　「日本，アメリカの直近 5年間の資金調達件数，総額，平均ディール額」（出所：アメリカのデータにつ
いて Rock Health，日本のデータについて INITIALより上田作成）調達額では日本はアメリカの 10分の 1以
下，ディール数についても 2分の 1以下であるものの，平均ディール額は過去 5年間で徐々に増えてきており，
日本企業の調達額が伸びてきている，すなわち市場が成長していることがわかる．
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ま　　と　　め

　グローバル及び日本におけるヘルステックの
潮流について解説した．テクノロジーが可能に
することの範囲は多岐にわたり，AIがその領
域を更に拡張している．しかし，遠隔医療で逆
に処方が増えたといった，経済合理性に沿わな
い事例18）19）も出ており，一概にテクノロジーの

みが全てを解決するとは明言できないだろう．
手当の語源は人と人とのふれあいであり，有機
的なコミュニケーションは医療において必須で
ある．テクノロジーとリアルの融合こそが，世
界が抱える課題の解決策となると考えられ，そ
の実現方法を模索していきたい．

　開示すべき潜在的利益相反状態はない．
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